
令和２年度 武雄市立若木小学校経営方針 

１．学校経営の基本的な考え方 

(１)安心・安全，安定した学校 

●児童の安全・安心を最優先に考え、危機管理意識の高い学校経営を行う。 

(２)「教育は人づくり（人間教育）」の教育活動を行う学校 

●若木の宝である児童が、自立して未来を切り拓くために必要な資質・能力を育む指導を行う。 

(３)コミュニティ・スクールとして地域とともにある学校 

●地域の「人・もの・こと」を利活用した若木ならではの教育活動を行う。 

(４)ワーク・ライフ・バランスを実現し，プロ教師としての意識及び自身の資質の向上を行う学校 

●優先順位を意識しながら，質の高い仕事を行い，最大の効果を生み出すために研究と修養に励む 

(５)働きがいのある学校 

●全ての職員が「チーム若木」として学校経営に積極的に参画し，温かい人間関係をつくる。 

 

２．教育目標 

 

ふるさと“若木”を愛するたくましい若木っ子の育成 
 

３．めざす子ども像及び具体的な指導事項 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
４.学校像 
   ●安心で安全な学校生活をさせる学校（登下校も含む） 
   ●ふるさと「若木」を大事にさせ、元気で活気のある子どもを育てる学校 
   ●感謝の心や思いやりの心を育てる学校 
   ●子どもが持っている力を向上させる学校 
 
５.教師像 
   ●児童・保護者・地域の願いに応え、信頼されるプロ教師 
   ●若木町と子どもの「よさ」を認識し、将来を見据えた教育ができるプロ教師 
   ●研究と修養に努め、自身の資質能力を高めるプロ教師 

●教育公務員としての誇りと自覚、責任を持ったプロ教師 

わかる子ども 

①主体的対話的で深い学び(アクティブラーニ

ング)の視点に立つ授業を実施し、基礎基本

の習得と活用力の向上を図る教科指導を行

う。 

②基本的な学習習慣を身につけさせる指導を

教育課程全般で行う。 

③コミュニケーション力等を向上させる言語環

境を充実し、言語活動を重視した指導を教育

課程全般で行う。 

④特別支援教育を充実し、個に応じた指導を

行う。 

⑤タブレット等の ICTの利活用を行うとともに、

市が行う「スマイル学習」「武雄花まる学園」等

の実践を通してどの子どもも楽しく学習に取組

み、学習内容を理解させる指導を行う。 

かんしゃする子ども 

①ふるさと「若木」のよさを学び、感謝する心・思い

やりの心を育む指導を教育課程全般で行う。 

②挨拶や言葉遣い等、子どもと教師、子どもと地

域、子ども同士の温かい関わりを大切にする指導

を行う。 

③学校・地域の美化活動等を通して学校・地域を

大切にする心を育む指導を行う。 

④望ましい集団活動（学級活動・児童会活動・委

員会活動・異年齢集団活動）を通して上級生と下

級生のよりよい信頼関係を築かせ、明るく・楽しい

学校生活をさせる指導を行う。 

⑤地域の人材を積極的に活用し、教室ではでき

ない体験活動を行うことにより、子どもの多様な価

値観を育てる指導を行う。 

きたえる子ども 

①「早寝・早起き・正しい食事の摂取・運動」

等の規則正しい生活習慣を身につけ、実践

する力を高める指導を行う。 

②学校行事や学習指導、スポーツチャレン

ジを通して、進んで運動する子どもの育成と

集団行動における望ましい態度を向上させ

る指導を行う。 

③「手洗い・うがい」等を徹底し、自分自身の

身体を大事にさせる保健指導を行う。 

④望ましい食習慣と自己管理能力を向上さ

せるために発達段階に応じた指導を行う。 


